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はじめに 

はじめまして、ライターのあやこです。 

 

この度は【普通の主婦が書く仕事を始め、お家で月収 3 万円を超えた話】を手に取っていた

だき誠にありがとうございます。  

 

このレポートを手に取っていただいたということは 

「お家で自分にできる仕事を見つけたい」 

「書く仕事をするには何から始めたらいいの？」 

「少しでも収入を増やせたら助かるのだけど…」 

 

 こうした状況なのだと思います。 

 

私は 12 年間ライターとして働いており、自宅が職場です。コロナウイルス感染症の影響で

普及をはじめたリモートワーク。私にとっては、とても自然なことでした。ずっと、パソコ

ンとインターネット回線とともに、ひっそりとお家で仕事をしてきたからです。 

 

しかし、コロナで「外で働けなくなった方々」のニュースが飛び込んできたことで、私の在

宅ワークの経験は、もしかしたら誰かのお役に立つかもしれないと思いました。 

 

在宅ワークには簡単な側面と、難しい側面があります。その勘所を知っているだけで、大勢

が自宅で働いて収入を得られるようになるのですが、独学だとそこに至るまでの道のりは

大変です。 

 

そんな遠回りをすることなく「自宅で働くための近道」をお伝えしたい！そのためにこのレ

ポートを作成しました。 

 

本レポートには、普通の主婦だった私がライターとなり、生活できるだけの収入を得るまで

になった経緯を包み隠さず書きました。合わせて同経験から抽出した「家で働くためのコツ」

を紹介しています。 

 

自宅でライターとして働いて収入を得るとは一体どういうことなのか？楽しみながらご覧

いただければと思います。  
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自分の意思で使えるお金がほしい！ 

私は 2008年に会社員をやめて専業主婦になりました。食べることには困りませんでしたが、

旦那さんのお給料をやりくりする生活には違和感がありました。 

 

「これ、こういう理由で買うね」と、何かと相談が必要でしたし、反論されることもしばし

ばあったので、正直めんどうでした。 

 

それまでは 10 年ほど自分のお給料で生活してきましたから、自分のお金を自分の意思で使

うことは、私には当たり前でした。 

 

この先、ずっとお給料をやりくりして生きていくの？と考えた時に、答えは NO!でした。 

 

それは欲しい物を自力で買うためだけではありませんでした。過去にお給料を使って家族

の大ピンチを乗り切った経験があったので、「旦那さんに何かあっても、働いていなかった

ら彼を助けられないじゃん！」と思ったのです。 

 

同時に、専業主婦をずっと続けていたら「二度と社会に戻れないかもしれない…」そんな不

安にも押しつぶされそうになっていました。 

 

 

子供のいない専業主婦時代は暇。 

2008 年の夏ごろ、私は暇でした。 

 

新婚で子供もまだなく、基本的に家事をしたらやるべきことはもうありません。会社員時代

は長時間働くのが普通だったので、専業主婦の生活は時間が余りまくっていたのです。 

 

「何かできることはないかな〜？」と、本を読む日々が 3 ヶ月ほど続きました。ある日、開

いた本に「お客様の声」を取材して書くという「導入事例ライター」をしている人のことが

書いてありました。 

 

「私もこれをしよう！」と、1 人ベッドの上で決意しました。 
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専業主婦は食いっぱくれナシ 

二馬力というのはありがたいものです。私が「ものになるのか全く分からない」のにライタ

ーの道に進めたのは専業主婦だったからです。 

 

基本的な衣食住は旦那さんが頑張ってくれました。昼間の自分の時間は使い放題。贅沢さえ

しなければ、しばらく仕事をいただけなくても何も困りません。 

 

仕事をいただけるようになるまで何年かかっても「食うのに困らない！」という安心感のお

かげで私はライター業に踏み出せました。 

 

親と同居とか、本業のある会社員だから土日の時間を使えるというケースも同じですね。 

 

 

 

未経験なのにライターを名乗れた理由 

実は、ライターになるために資格や経験は要りません。ライターは「名乗るだけ」でなれる

職業です。 

 

だから 2008 年に名刺を作った日から、私はライターになりました。自分はライターだと、

自分で決めました。 

 

その証拠に 2021 年の私は普通自動車免許しか資格を持っていません（笑） 

資格試験などの勉強がとても苦手で、暗記はもう大嫌いです。 

 

私が持っていたのは、広告営業と、広告案を考えた経験だけで、お金をいただいて文章を書

いた経験はありませんでした。 

 

でも、日本で生まれて育ち、地方の私大ですが大学もとりあえず卒業していたので「さすが

に日本語は書けるはず」と考えていました。 

 

2021 年の今も、ライターは名乗るだけでなれますよ！ 
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得意に集中して 1記事 3万円以上で販売 

私は「何らかの形で他人の役に立った結果、報酬としてお金をいただける」と考えています。 

 

前職の広告営業の経験で、広告に「お客様の声」を載せると、その商品を買う人が増えるこ

とを知っていました。ライターとして「導入事例を書きたい！」と思った理由がこれです。

導入事例ならお客様の売上を増やすことに確実に貢献できます。 

 

ここが当時の私の得意なことであり、他人の役に立てるポイントでした。 

 

そのうえ、自分の専門をつくることで、まずは「お客様の声だけ」を「納品に値するクオリ

ティ」で書けるようになる努力をすれば良くなりました。 

 

それ以外の記事の書き方については、とりあえず学ぶ必要がなくなったことで、心理的負担

も減りました。 

 

結果として、1 つの分野に絞ることで自分がライター業に参入するハードルを爆下げするこ

とになるだけでなく、お客様も「私に何を頼めば良いのか明確に分かる」状態になりました。 

 

この事例記事は、「書くだけでなく、企業に直接取材に行き、インタビューと写真撮影も行

う」という少々難易度の高い仕事でしたので、単価は高め。1 記事で報酬は 3 万円を超えま

した。今はもっと高いお金をいただいています。 

 

振り返ると当時、事例記事の世界によく飛び込んだものです。それはひとえに会社員時代の

営業職を通じて、企業様とお話をしてきた経験のおかげです。 

 

このような「自分の得意」は誰しも 1つか 2つぐらいは持っているものです。 

 

あなたの得意は何ですか？ 
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営業、そこまでやらなきゃ駄目ですか？ 

私がライターになった 2008 年は、まだクラウドソーシング（ネットで仕事を受注できるサ

ービス）はありませんでした。だから私に記事を頼んでくれるお客様を探すのは大変でした。 

 

当時、東京に 1 社だけあった導入事例の専門制作会社がライターを募集していたので応募

して、住んでいる大阪から東京まで会いに行きました。お金が無いから WEB 制作ソフトを

買って、集客目的のホームページも自作しました。 

 

極めつけは、大阪の IT 企業の社長さんたちが「仕事を発注したり受注したりする飲み会」

に営業に行ったことです。 

 

2009 年に子供が生まれました。飲み会なので、夜もやっている 24 時間の保育園に子供を

スポットであずけて参加しました。 

 

子連れでの深夜帰宅になるので車で出かけ、飲まずに、交流と営業だけをするわけです。一

時預かり費用、飲み会費用、駐車場費用などが必要でした。 

 

他の男性参加者の 2 倍のお金をかけて参加していたので、成果を出したいと必死で頑張り

ました。自分ひとりでそこまでしないといけない状況は、精神的にも体力的にも負担でした。 

 

一方で良かったこともありました。社長さんたちはみんな前向きで、ポジティブな気持ちを

分けていただけました。そして「導入事例の専門ライター」という謎の職業を名乗る私に「ホ

ームページの良いコンテンツになるね！」と仕事を発注してくれたのです。 

 

当時は事例をホームページに載せている企業は皆無でしたが、2020 年の今はごく当たり前

のコンテンツとなりました。Google をはじめ、有名な企業から中小企業まで、多くの会社

が前のめりで制作しています。そんな時代の先端のコンテンツに携わっていることは密か

な自慢です。 

 

でもね、こんな物理的な営業は大変じゃないですか！ 

今はもう、私自身もやりたくありません（笑） 

 

安心してください。2021 年は、お家にいながらインターネット経由で営業ができるように

なっています。 
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道があるかも不明な「書くスキルの習得」 

私は最初に「導入事例ライター」という形で戦う分野を絞ったので、事例専門制作会社の仕

事を通じて「事例の書き方」を学びました。 

 

また、たまたまその頃に出版された上阪徹先生の「書いて生きていくプロ文章論」から、プ

ロの書き手の心構えを教わりました。 

 

ライターの知人はいませんし、誰かに習いに行くという発想もお金も持っていませんでし

た。宣伝会議さんなど有名なスクールは当時からあったのでしょうが、未経験でとりあえず

飛び込んだので、存在自体を知りませんでした。 

 

どこまで学べばいいかもわからないまま、手探り状態で、あちこちにぶつかりながら進みま

した。仕事をしながら壁を感じた時に検索したり本屋に出かけたりしながらちょっとずつ

前進していきました。 

 

本はいろいろな分野を含めて述べ 1,000 冊ぐらいは読んだと思います。かなり捨てました

が、それでも今も家に本が山積みです。1 冊 1,500 円とすると、全部で 150 万円もかかった

ことになりますね（笑）実際はもっと本にお金を使っている感覚があります。 

 

開業から数年後には高額のセミナーにも参加しました。本を代筆する「ブックライター」に

なりたいと、東京まで数十万円かけて通ったこともありました。 

 

今となっては学びにいくら使ったのか正確には分かりませんが、数百万円以上は確実に使

っています。もう 1,000 万円に達しているかもしれません。いま思えば、遠回りで非効率な

学び方だったようにも思います。 

 

こんなにお金や時間がかかることを「ライター業を、今から始めようと思った時」に知って

しまったら、とてもじゃないけど先に進めませんよね。でも大丈夫です。 

 

導入事例専門に絞った私の経験を思い出してください。あなたも一つの分野に絞って進み

始めればいい。正直、在宅ライターとしてお家で数万円の収入を得るためなら、これほど沢

山の学びは必要ないのです。 
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全方向から押し寄せる失敗たち 

失敗は数々経験しました。ホームページを作る知識がないのに作ったので、そこから問合せ

がバンバンくるということはありませんでした。 

 

自宅で働くのでパソコンやインターネット回線が不調になると、途端に仕事ができなくな

ります。速攻で治すスキルもないので困り果てたこともありました。セミナーで学んでも、

それを実際の仕事に活かせないこともありました。 

 

2009 年に子育てが始まると、家事や育児と仕事を全部やるので、仕事の時間をなかなか確

保できなくて困ったものです。 

 

子供を一時預かりに頼んでお金をかけて営業しても、注文をいただけないことさえありま

した。 

 

家の中はといえば、どんどんカオスになっていきました。 

 

子供は散らかす、かまってもらえないので仕事をしている横で不機嫌になる、部屋はどんど

ん汚部屋になっていく、スーパーに行くのすら億劫になる、旦那さんは家事ができていない

と呆れる・・・の連鎖です。 

 

納品に追われて、家族との時間を極限まで削ることはしょっちゅうでした。こういう場合は、

家族は助けてくれるか、イライラするかのどちらかになることが多いと思いますが、うちで

は後者でした。 

 

家の中で働くって、融通はきくけれど、そんなに簡単なことではありません。 

 

リモートワークが盛んになったことで、そのことが世間一般に知られはじめたのが 2020 年

でしたね。 

 

でも大丈夫。家の中で働くための工夫をすれば、誰だってお仕事が可能な状態を作れます。 
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働く時間を作る工夫は山ほどやった 

最初は幼児を見守りながらの仕事だったのでリビングに置いた小さなパソコンデスクで働

いていました。机の大きさは時々大きくなっていきましたが、8 年ぐらいはリビングの真ん

中で働きました。 

 

テレビの音がうるさい時は、ノイズキャンセリングヘッドフォンをつけました。1 人リビン

グでドラゴンボールに登場した「精神と時の部屋」に入る感覚です。 

 

昼間に十分に働けないことも多かったので、隙間時間や、子供の昼寝の時間、夜中に書くこ

ともありました。 

 

保育園に入れてからは、9〜18 時まで働けるようになり、かなり楽になりました。でも筆が

のるのが夕方だったりすると「まだ書きたいけれど、もう保育園のお迎えの時間！」という

ことはよくあり、イライラも感じました。 

 

これではいけないと、いつしか家事に対する考え方を改め、家事の効率化を徹底的に進めま

した。生活動線を見直し「汚くなりにくい家」にすべく部屋のシステムを変更しました。 

 

これで物理的な家事の量が減ったことはもちろん、生活のために何をすればいいのか分か

りやすい家になったことで、家族も家事をするようになりました。 

 

ドラム式全自動洗濯乾燥機やルンバなど生活家電も買いました。洗濯機の方は特に革命的

でした。干すことがいかに大変な作業だったかを思い知りました。働かない場合でも、一人

暮らしでも確実に幸せになれる令和時代の神器だと思います。 

 

さて、そうこうしているうちに子供が大きくなっていきました。時間が経つほど家事は減り、

働く時間は増えました。 

 

今、子供は 11 歳になり、横でおとなしく宿題をしたり遊んだりしてくれるので、ほぼフル

タイムで働く時間を確保できています。 

 

工夫を続けると、働く時間はどんどん増えていきます。今、できることから少しづつ始めれ

ばいい。時間がそれを教えてくれました。 
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家で仕事を受注する必殺技とは？ 

今は 2021 年です。2008 年ごろに必要だった営業の苦労は、時代とともに不要になりまし

た。誰でも、インターネットとパソコンがあればお家にいながら仕事を受注できます。夜の

保育園も、物理営業も必要ありません。 

 

基本的には、「クラウドソーシング」というお仕事の受発注ができるサービスを使うことで

仕事をいただけます。このサービスは参加のハードルが低く、手数料が 10％ぐらいかかる

程度で、請求書を作る必要もなければ、料金未払いのリスクもありません。 

 

ただし「ライターという仕事の本質」を分かっていなかったり、文書を書くスキルが無かっ

たり、営業のコツを知らなかったりすると、ここで「報酬高めの仕事」をいただくことは難

しいです。 

 

クラウドソーシングで副業を始めたけれど、報酬が低すぎるとか、全然稼げないとか言って

いる人がいるのはこのためです。 

 

一方でコツを知っている人は継続的に仕事をいただけるようになります。 

 

継続のお仕事をいただけるようになると応募の手間は減り、仕事はたくさんある状態にな

ります。ここまでくると月 3 万円をいただくことは簡単で、それ以上の報酬も狙えます。 

 

「固定で 20 万円払うから、専属ライターになってほしい」という企業も多いです。 

 

しかし、ほとんどの初心者の方は「ライターという仕事の本質」を理解していませんし、高

確率で仕事をゲットできる「応募文のテンプレ」があることを知りません。また「納品に値

するクオリティ」についても理解していません。だからリピートの仕事を獲得できません。 

 

これら 3 つの大きなコツこそが、在宅でライターとして働くための必殺技です。実は、どれ

も蓋を開ければ簡単なことです。 

 

「ライターという仕事の本質」とは、自分が書きたいことを書くのではなく、お客様が求め

ている文章を書くことです。 

 

当たり前のことに聞こえるでしょうが、これを意識せずに書くと、いつの間にか独りよがり

な原稿ができあがっています。そのことに気づいていない人が本当に多くて、なぜ原稿が差
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し戻されるのか？とイライラしていたりします。もったいないですね。 

 

「応募文のテンプレ」の大事なところは、お客様の発注の意図を理解し、自分がどのように

役に立てるかを表現することです。これを分かって仕事に応募できる人も、とても少ないで

す。できるだけで一歩抜け出せます。 

 

そして「納品に値するクオリティ」。3 つのコツの中で、これが一番難しいです。お客様が

求めている文章を理解し、必要な情報を調べ、情報を読みやすい順に並べて、正しい日本語

で書き表します。 

 

この文章作成は、実は、無料の IT ツールが強力にサポートしてくれます！これもけっこう

知られていません。 

 

「情報を IT ツールの上に並べて、良さそうな順番に並び替える」という、現代ならではの

書き方が存在するのです。 
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えっ無料なの?お家で働くための最強 ITツール 

お家で働くには、インターネット回線とパソコン、今ならスマホも必要ですね。これだけあ

れば OK です。欲を言えば家庭用のプリンターでしょうか。 

 

凄いことに、時代の流れに呼応するようにウェブサービスはどんどん進化していて、仕事に

必要なものをほぼ無料で利用できます。そのサービスを「知っているだけ」で使えます。参

入のリスクはゼロですよ！やらないと損なぐらいです。ありがたいことです。 

 

最強 IT ツールの一例（全部無料） 

 文章作成サポートツール 

 記事内容を考えるためのツール 

 画像編集ツール 

 メールソフト 

 お客様との情報共有ツール 

 ブログプラットフォーム 

 ウェブ会議ツール 

 ほか多数 

 

私も最初は IT スキルが「ほぼゼロ」の、入力だけができるタダの人でした。 

 

それが IT 企業様とのお取引を通じて、彼らに言われて使いはじめたソフトや、その利用に

必要な知識を吸収していったことで、いつの間にか在宅ワークを自然にできるようになり

ました。 

 

2020 年のコロナウイルス感染症の影響でリモートワークが盛んになり、そのノウハウが話

題になりましたが、私にはどれも普通のことでした。 

 

便利なウェブサービスを知っているだけで、リスク無しでライターとしてのスタートを切

れる時代が来ています。こんなに簡単に在宅でお仕事を始められるの？と驚くばかりです。 

 

環境だけでなく、社会的にもお家で働くことが当たり前になりました。 

いい時代がやってきました。今は絶好のチャンスでしょう！ 
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自己流による遠回りはもう不要！ 

思えば 12 年間、楽しいことも大変なこともありました。学びには 1,000 万円ぐらい使って

しまいましたが、それも良い思い出です。 

 

今では会社員時代の年収よりも多いお金をいただけるようになりました。 

 

大きなモニター・賢いスペックのパソコン・フルサイズ一眼レフカメラが私の相棒です。

2008 年にはとても買えませんでした。 

 

でも、ここまで来るのに 12 年もかかったら大変ですよね（笑） 

 

何よりも、初心者の時に「何をどう学んで、どのように仕事をゲットしていけばいいのか?」

が全くわからなくて「売上がほぼ 0 円」の時期が続くことが何よりも辛いと思います。 

 

私にも「時々注文をいただいて、その後はしばらく仕事が無い」といった時期が初期にはあ

りました。 

 

それに対する対策は、単に「耐えて待つ」みたいな感じでした。子育てをしていたこともあ

り、物理営業をいつもすることが難しかったからです。よく続いたものです。 

 

もし「少しだけ先を歩いているライターの先輩」が身近にいたら、もう少し早い段階で、い

い仕事を沢山ゲットできるようになっていたのかも？と今では思います。 

 

振り返ると、どうしようもないぐらい遠回りをしてきたものです。 

 

でも安心してください！ 

 

今は、インターネットの向こう側で「少しだけ先を歩いている先輩」を見つけることができ

るのです。 

  



Copyright 2021 「ライトル。」 All Rights Reserved. 

これを知ってりゃ、楽だった！ 

12 年の経験で判明。在宅で書く仕事をはじめる近道とは？ 

2020 年のコロナウイルス感染症をきっかけに、私は「在宅で書く仕事をはじめる近道」っ

てあるのかな？と考えました。すると「ある！」と思いました。最近は「インターネット媒

体に掲載するための文章」を書く仕事がとても沢山あります。これを書く人を「WEB ライ

ター」といいます。 

 

ここでは、口コミ記事など主婦の感覚が役に立つ記事や、株などをしている人なら金融系の

記事など、「今の自分が持っている知識や環境を活かしながらお家でできる仕事」があふれ

ています。そうした記事を書くためのコツや、これらの仕事を受注するための「必殺の応募

テンプレ」もあります。 

 

そして、この仕事をするために必要な環境はインターネット回線とパソコン、そしてほぼ無

料の IT ツールの数々だけです。とても良いことに、ツールたちは日本語が読める人なら使

いこなせる簡単なものばかりです。 

 

これに加えて「ライターに求められていること」をきちんと理解してから取りかかることで、

まるで教科書で学ぶように一直線に「受注→書いて納品する→リピートの仕事をもらえる

人になる→月数万円の収入を継続的に得ている状態」まで行けます。 

 

そこに到達するまでの時間には、その人の過去の経験もあるので、個人差はありますが、早

い人で 3 ヶ月、1 年もあれば誰でも達成できるでしょう。何も知らないところから闇雲に進

むよりも、成果までがずっと早いです。未経験で今から始めようという方にとっては、これ

らを知っているだけで、遠回りを大幅にカットできることは間違いありません。 

 

未経験からライターになり、月数万円の報酬を得る近道まとめ 

 インターネット回線とパソコンを持っている 

 趣味・スキル・環境など持っているものを活かす 

 ライターの仕事の本質を知っている 

 ほぼ無料で使える IT ツールを活用する 

 最低限の書くノウハウを身につける 

 営業の必殺技「応募文のテンプレ」を使う 
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私と一緒にライターにチャレンジして 

お家で収入を得られるようになりませんか？ 

お家で働くというのは、フリーランスになることであり、お金をいただくに値する文章を納

めるということです。そのような文章を書けるようになるには、ライターという仕事の性質

を知ること、文章の組み立て方を知ること、文章に入れるためのエピソードの集め方を知る

ことがポイントです。 

 

合わせて、あなたが書くべき分野を見定め、それにマッチする発注主を探し、彼らに採用さ

れるよう働きかけます。嬉しいことに、お家でライターを始めるのに必要なことは、大枠は

これだけしかありません。 

 

こうしたことをネットにあふれる無料のノウハウ記事を読んで学ぶ手もありますが、どれ

だけの情報をどこから集めればいいのか、何から調べたらいいのか、分からないのではない

でしょうか。おまけに「自分に書ける分野は、果たしてあるのだろうか？」という不安を感

じるでしょうし、書いてはみたものの「これで良いのかな？」と悩むこともあるでしょう。 

 

私がそうだったように、十分な報酬を受け取れるようになるまでに、闇雲に学んで、何年も

経ってしまったら残念ですよね。家事や子育てなど生活に必要なこともしていく立場なら、

さらに長い月日が流れてしまうかもしれません。 

 

そんな暗闇の中を進むような思いをする必要はもうありません。会社組織ならば部署の先

輩などが少し先を歩いていて、どう進めばいいのか教えてくれるでしょう。そんな頼れる人

物がいないのが在宅ワークの辛いところですが、インターネットで世界がつながった今、回

線の向こうにいる「少し先を歩いている先輩」から学ぶチャンスがあります。 

 

最近では私も、インターネットを介して、今の自分にとっての心の師匠から学んでいて、そ

のおかげで少し前の自分にはできなかったことがどんどんできるようになっています。感

謝でいっぱいです。 

 

だから、私が知っていることをお伝えすることで、コロナの最中に「少しでもお家で働けた

ら助かる！」と考えている方のお役に立ちたいと思いました。 

 

そこで「ライターとなり、お家にいながら月 3 万円の収入を超えるまでの近道をお伝えす

るオンラインスクール」をはじめました。 
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3 万円という収入目標を設定したことにはいくつか意味があります。 

 

まずは、必要な知識を丁寧に学べば誰もがいける金額であり、ここを超えたらコツを掴めた

ようなものなので、あとはご自身の努力でもっと上を目指せるようになるからです。 

 

何事もゼロをイチにするところが一番大変です。ここを乗り越えられない人が本当に多い。

教材はこの壁を一緒に超えるための内容にしました。 

 

もう一つの理由は、3 万円は毎月の生活が楽しくなる程よい金額であり、年間にすると 36

万円というまとまった金額だからです。 

 

 あれば安心できる 

 子供に習い事をさせてあげられる 

 欲しかったお洋服が買える 

 家族と焼き肉に行ける 

 貯金ができる 

 

こんな風に生活が少しうるおいます。 

 

2021 年。いつまでコロナウイルス感染症で思うように外で働けない日々が続くか分かりま

せん。家から出ることができない、出たくない、そんな状態であっても働けたら助かります。 

 

私は今、この文を自宅のリビングで書いています。 

 

今回、本レポートを通じてあなたとお会いすることができました。あなたがもし、家で文章

を書くことで収入を得たいと思うなら。あなたにクラウドソーシングを使ってお家にいな

がらウェブライターとして収入を得る近道をお伝えしたいと思います。 

 

本講座は、数多あるノウハウの中から、初心者の方が「最初の一歩を踏み出すのに必要なこ

とだけ」を抽出しました。1 講義は 3〜10 分の細切れにしましたので、お家でスキマ時間に

学習できます。スマホでも閲覧できますよ。 

 

そして料金は、主婦だった頃の私にも払えるお月謝と同じ金額、月額 10,000 円（税別）で

す。チャットワークというチャットツールで質問もできますよ。 

 

ぜひ、在宅で働くための本質を受け取ってください。 
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そして私が今リビングで実践しているように、あなたもお家で働いて収入を手にしてくだ

さい。 

 

自由な時間も、金銭的な余裕も、安心も。あなたがお家で働き始める頃には、今より少し増

えていると思います。 

 

 

ライター あやこ 

 

 

 

オンラインスクールのご案内 

「ライターとしてお家で収入を得るための近道」を歩ける教材「ライトル。」のカリキュ

ラムと「月 3 万円までのロードマップ解説動画」をご覧いただけます。チェックしてみて

ください。 

 

 

 

 

↓カリキュラムの紹介＆受講はこちら↓ 

今すぐ「ライトル。」に参加する 
 

 

ここまでお読みいただき誠にありがとうございました。 

あなたにスクールでお会いできるのを楽しみにしています。 

 

https://school.kassiopeia.co.jp/p/fb-main

